
更
新
手
続
き
を
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会
員
募
集

　

◆
漢
詩
・
和
歌
・
近
代
詩

な
ど
の
朗
吟
（
詩
吟
・
岳
風

会
）　

毎
月
第
２
～
第
４
木

曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

八
幡
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
１
１
０
０
円
（
入
会

後
２
カ
月
間
無
料
）。
初
心

者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳
し

く
は
垣
畑
（
か
き
は
た
）
☎

４
７
２
・
１
０
２
１
へ
。

　

◆
合
唱
団
も
み
じ　

毎
週

水
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月

３
０
０
０
円
。
楽
譜
が
読
め

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
詳

し
く
は
北
村
☎
４
７
７
・
０

２
６
３
へ
。

　

◆
居
合
道
（
無
外
流
日
心

会
）　

土
曜
・
日
曜
日
の
午
後

２
時
半
～
４
時
半
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。　

歳
以
上

１８

で
長
期
続
け
ら
れ
る
方
歓
迎
。

詳
し
く
は
廣
井
（
ひ
ろ
い
）

☎
４
２
１
・
７
２
５
２
へ
。

　

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
（
花
＊
花
）　

月
２
回
。

火
曜
日
の
午
後
２
時
～
３
時

半
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

で
。
会
費
月
１
５
０
０
円

（
ほ
か
に
花
代
と
施
設
使
用

料
２
０
０
円
）。
初
回
体
験

（
４
０
０
０
円
）
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
松
本
☎
０
９

０
・
５
３
２
１
・
０
３
９
９

へ
。

　

◆
民
俗
楽
器
で
楽
し
い
リ

ズ
ム
を
皆
で
創
り
出
そ
う

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

「
ト
ー
ク
る
」）　

毎
月
第

１
・
第
３
火
曜
日
の
午
後
零

時　

分
～
２
時　

分
、
ま
ろ

４０

４０

に
え
ホ
ー
ル
で
。
会
費
月
３

０
０
０
円
。
楽
譜
が
読
め
な

く
て
も
可
。
初
心
者
歓
迎
。

講
師
は
原
氏
、
北
原
氏
。
詳

し
く
は
☎
小
林
０
９
０
・
６

５
３
２
・
９
５
１
６
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
前
紙

芝
居（
さ
つ
き
会
）　

平
日
の

午
前
ま
た
は
午
後
。
一
人
か

二
人
で
活
動
で
き
る
方
。
紙

芝
居
は
図
書
館
で
借
用
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
新
堀
（
に

い
ぼ
り
）
☎
４
７
４
・
７
２

０
７
へ
。

　

◆
や
さ
し
い
日
本
画
（
杉

の
会
）　

毎
月
第
１
土
曜
日

の
午
前
９
時
半
～
正
午
、
ま

ろ
に
え
ホ
ー
ル
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）。

個
別
に
初
歩
か
ら
丁
寧
に
指

導
。
詳
し
く
は
中
島
☎
４
５

８
・
６
４
７
０
へ
。

　

◆
東
久
留
米
歌
林
短
歌
会

　

毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
後

１
時
半
～
３
時
半
、
中
央
図

書
館
で
。
会
費
月
１
０
０
０

円（
３
カ
月
分
を
前
納
）。
日

記
が
わ
り
の
短
歌
作
り
に
ト

ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
歓
迎
。
見
学
可
。
詳
し

く
は
☎
中
村
４
７
２
・
９
８

１
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
久
留
美
俳
句

会　

毎
月
第
３
金
曜
日
の
午

後
１
時
～
３
時
半
、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
会
費
月
１

０
０
０
円
。
句
作
の
苦
楽
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
歓
迎
。
見
学
可
。
詳
し

く
は
片
柳
☎
４
７
１
・
８
３

６
３
へ
。

　

◆
い
け
ば
な
（
華
道
サ
ー

ク
ル
草
月
流
）　

毎
月
第
２
・

第
４
金
曜
日
の
午
前　

時
～

１０

午
後
５
時
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０

円（
花
代
別
）。
初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

子
ど
も
歓
迎
。
詳
し
く
は
伊

東
☎
４
７
１
・
６
６
９
７
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
囲
碁
連
盟

　

毎
月
第
４
日
曜
日
の
午
前

　

時
か
ら
（
受
け
付
け
は
９

１０時
半
開
始
）、
わ
く
わ
く
健

康
プ
ラ
ザ
で
。
会
費
１
回
１

０
０
０
円
。
囲
碁
対
局
午
前

２
局
午
後
２
局
、
点
数
制
。

詳
し
く
は
富
村
☎
４
７
５
・

０
４
７
９
へ
。

　

◆
イ
ケ
メ
ン
（
活
男
）
厨

房（
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
）　

毎
月
第
１
土
曜
日
、
７
月
は

２
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
初

回
登
録
時（
調
味
料
代
な
ど
）

１
０
０
０
円
。
会
費
１
回
８

０
０
円（
食
材
費
な
ど
）。
要

予
約
。　

歳
以
上
の
方
。
は

６０

じ
め
て
料
理
を
つ
く
る
男
性

の
方
歓
迎
。
詳
し
く
は
丸
山

☎
４
７
５
・
５
６
３
８
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
冨
岡
ク
ラ

ブ
）　

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜

日
の
午
後
３
時
半
～
５
時
、

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

教
材
実
費
１
回
２
０
０
円
。

老
人
会
に
入
会
し
て
い
る
方
、

ま
た
は　

歳
以
上
の
方
。
詳

６０

し
く
は
小
川
☎
４
７
１
・
１

８
６
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ハ
ー
モ
ニ
カ

サ
ー
ク
ル　

月
４
回
。
土
曜

ま
た
は
日
曜
日
の
午
前
９
時

～
正
午
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
３
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
長
谷
川
☎
４
７
１
・
４

５
６
２
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ラ
グ
ビ
ー
ク

ラ
ブ（
Ｋ
Ｒ
Ｃ
）　

毎
週
日
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら
、
東
部

運
動
広
場
で
。
会
費
月
１
０

０
０
円
。
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し

て
、
運
動
不
足
解
消
と
人
間

関
係
作
り
。
年
齢
・
性
別
・

経
験
不
問
。
詳
し
く
は
小
林

☎
４
７
５
・
８
４
６
２
へ
。

催

し

　

◆
第
７
回
定
期
演
奏
会

（
男
声
合
唱
団
ダ
ン
デ
ィ
ー

ズ
）　

７
月　

日
（
日
）
午
後

１０

２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）、

ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
で
。
入
場

料
１
０
０
０
円（
全
席
自
由
）。

旅
立
ち
の
日
に
、
日
光
と
ピ

エ
ロ
ほ
か
。
詳
し
く
は
石
川

☎
４
７
７
・
０
６
３
８
へ
。

　

◆
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

（
み
ず
の
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

／
翠
清
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
）　

６
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２６

１０

半
～
午
後
４
時
、
市
役
所
１

階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
入
場
料

無
料
。
当
日
義
援
金
の
た
め

の
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
）
の

購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
被
災
地
へ
元
気

を
届
け
る
」。
詳
し
く
は
佐

藤
☎
４
７
６
・
８
５
６
８
へ
。

　

◆
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
フ
リ
マ
実
行

委
員
会
）　

６
月　

日
（
日
）

１９

午
前　

時
～
午
後
２
時
、
市

１０

役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。

詳
し
く
は
白
石
☎
４
７
４
・

９
５
２
０
へ
。

　

◆
Ｔ
シ
ャ
ツ
１
０
０
人
展

（
ピ
ー
ス
の
木
実
行
委
員

会
）　

７
月　

日
（
土
）
～　

１６

２０

日
（
水
）
の
午
前　

時
～
午

１０

後
５
時
半
（　

日
は
午
後
４

２０

時
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市

役
所
向
か
い
）
で
。
入
場
料

無
料
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
作
り
の
参
加
費
１
０
０
０

円（
Ｔ
シ
ャ
ツ
代
含
む
）。
詳

し
く
は
森
田
☎
０
９
０
・
９

３
３
３
・
１
８
１
０
へ
。

　

◆
写
真
展
（
く
る
め
フ
ォ

ト
サ
ー
ク
ル
）　

６
月　

日
２５

（
土
）
～
７
月
３
日
（
日
）

の
午
前
９
時
～
午
後　

時
１０

（
た
だ
し　

日
は
午
後
１
時

２５

か
ら
、
７
月
３
日
は
午
後
５

時
ま
で
）、
ま
ろ
に
え
ホ
ー

ル
１
階
ロ
ビ
ー
で
。
入
場
料

無
料
。
詳
し
く
は
園
田
☎
４

２
２
・
８
１
７
７
へ
。

　

◆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
葵
（
あ

お
い
）
ま
つ
り
（
葵
ク
ラ
ブ
）

　

６
月　

日
（
日
）
午
前　

１９

１０

時
開
演
（
９
時
半
開
場
）、
成

美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
場

料
無
料
。
歌
、
日
舞
ほ
か
。

特
別
ゲ
ス
ト
は
斉
藤
か
ず
氏
、

ざ
い
ま
弘
子
氏
。
詳
し
く
は

風
間
☎
４
７
１
・
１
０
５
６

へ
。

　

◆
春
の
大
バ
ザ
ー
（
障
害

児
・
者
の
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
る
が
も
花
々
会
）　

６
月

　

日
（
日
）
午
前　

時
～
午

１９

１０

後
２
時
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
前
広
場
で
。
雨
天
の
場

合
は　

日（
日
）に
延
期
。
詳

２６

し
く
は
吉
澤
☎
４
７
７
・
６

４
９
２
へ
。

　

◆
陶
器
の
回
収
と
再
利
用

（
お
ち
ゃ
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル

の
会
）　

７
月　

日
（
日
）
午

１０

前　

時
～
午
後
２
時
、
市
役

１０
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
欠

け
た
陶
器
、
使
用
し
な
い
陶

器
を
持
参
く
だ
さ
い
。
ガ
ラ

ス
は
不
可
。
詳
し
く
は
江
波

☎
４
７
３
・
８
８
１
５
へ
。

　

市
で
は
、
私
立
幼
稚
園
（
認
定

こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
を
含
む
）
ま

た
は
幼
稚
園
類
似
施
設
に
通
園
し

て
い
る
市
内
在
住
の
園
児
の
保
護

者
に
対
し
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ

て
保
育
料
な
ど
を
減
免
ま
た
は
補

助
す
る
幼
稚
園
等
就
園
奨
励
費
補

助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
区
分
と
園
児
一
人
当
た
り

の
補
助
額
は
下
表
の
通
り
で
す
。

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
火
）

２１

～　

日
（
金
）
の
午
前
９
時
～　

２４

１１

時
半
と
午
後
１
時
半
～
４
時
半
に
、

市
役
所
７
階
７
０
１
会
議
室
で
受

け
付
け
ま
す
。　　
　
　
　

　

※
内
容
な
ど
詳
細
は
、
各
幼
稚

園
を
通
じ
て
配
布
す
る
「
幼
稚
園

等
就
園
奨
励
費
補
助
事
業
に
つ
い

て
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

　

落
合
川
に
架
け
ら
れ
て
い
る
２

カ
所
の
橋
（
Ａ
八
幡
町
二
丁
目
７

番
地
お
よ
び
Ｂ
八
幡
町
三
丁
目　
１５

番
地
～　

番
地
先
＝
下
図
参
照
）

１６

は
、
以
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
名
称
が
付
い
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
橋
の

名
称
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
方
法

な
ど
は
次
の
通
り
で
す
。

　
【
応
募
方
法
】７
月
８
日（
金
）ま

で
に
、
は
が
き
に
①
橋
の
名
称

（
ふ
り
が
な
）
Ａ
Ｂ
を
明
記
②
名

称
の
説
明
（
名
称
の
由
来
な
ど
を

簡
潔
に
書
い
て
く
だ
さ
い
）
③
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
８

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
を
対
象
に
、
安
心
し

て
介
護
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
で

き
る
初
心
者
向
け
の
教
室
を
開
催

　

市
で
は
、
地
域
産
業
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
産
業
振
興
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
同
協
議
会
の
農
業
推
進

事
業
部
で
は
、
市
内
産
小
麦
（
農

林　

号
）
を
使
っ
て
「
乾
め
ん
」

６１
の
製
品
化
に
取
り
組
み
、
７
月
１

日
（
金
）
か
ら
「
東
久
留
米
う
ど

ん
」
と
し
て
販
売
を
開
始
し
ま
す
。

小
麦
の
香
り
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広

が
る
う
ど
ん
の
う
ま
味
を
、
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
帰
省
の

際
の
手
土
産
や
お
中
元
な
ど
に
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
商
品
名
な
ど
】東
久
留
米
う
ど

ん
＝
市
内
産
小
麦
（
農
林　

号
）

６１

１
０
０
㌫
使
用
、
１
袋
２
０
０
㌘

入
り
、
税
込

み
２
１
０
円
、

も
ち
も
ち
の

食
感
が
特
長

　
【
製
造
者
】

臼
田
製
麺
工

業
株
式
会
社

　
【
取
扱
店
】Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
東

６
月　

日
〜　

日
は

２３

２９

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

供
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、
未
来
を

拓
（
ひ
ら
）
こ
う
僑

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

は　

年
６
月　

日
に
公
布
施
行
さ

１１

２３

れ
ま
し
た
。
同
法
は
男
性
と
女
性

が
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を

求
め
て
施
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

以
降
、
男
女
の
パ
ー
ト
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
毎

年
６
月　

日
～　

日
を
「
男
女
共

２３

２９

同
参
画
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
シ
ネ
マ
ｄ
ｅ
お
し
ゃ

べ
り
「
マ
ル
タ
の
や
さ
し
い
刺
繍

（
し
し
ゅ
う
）」
の
上
映
、
男
女
共

同
参
画
落
語
の
口
演
（
要
申
し
込

み
）
や
、
昨
年
度
の
「
フ
ィ
フ
テ

ィ
な
川
柳
」
入
賞
句
展
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

第
２
回「
フ
ィ
フ
テ
ィ
な 

川
柳
」
を
募
集
し
ま
す

　

女
性
と
男
性
が
共
に
認
め
支
え

合
い
な
が
ら
、
い
き
い
き
と
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
家
事
、
育
児
、

介
護
、
地
域
活
動
、
女
性
の
活
躍

な
ど
の
テ
ー
マ
を
含
む
）
を
、
五
・

七
・
五
の　

音
で
表
し
て
み
ま
せ

１７

ん
か
。

　

優
秀
川
柳
（
最
優
秀
賞
１
作
品
、

優
秀
賞
２
作
品
ほ
か
）
は
、
情
報

誌
『
と
き
め
き
』
で
発
表
し
ま
す
。

　
「
フ
ィ
フ
テ
ィ
な
」と
い
う
文
言

は
、
男
女
平
等
や
男
女
共
同
参
画

社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
考
え
を
、

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
「
２
フ
ィ
フ
テ

ィ
」
か
ら
形
容
し
て
、
市
が
独
自

に
表
し
た
言
葉
で
す
。

　
【
募
集
期
間
】６
月　

日（
木
）～

２３

８
月　

日
（
日
）

１４

　

申
し
込
み
は
フ
ァ
ク
ス
（
４
７

２
・
０
０
５
３
）
ま
た
は
は
が
き

で
、
川
柳
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
（
学
生
は
学
校
名
、

学
年
も
）・
電
話
（
フ
ァ
ク
ス
）
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
倆
０

０
５
３
、
本
町
３
ノ
９
ノ
１
ノ
１

０
２
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

あ
て
送
信
ま
た
は
郵
送
を
。

連
続
講
座「
あ
な
た
の
生

き
方
が
未
来
を
創
る
」

　

あ
な
た
に
と
っ
て
の
豊
か
な
生

き
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
連
続
４
回
の
講
座
で
す
。

　
更
新
手
続
き

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
有
効
期

間
が
経
過
す
る
と
自
立
支
援
医
療

費
の
受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
継
続
す
る
場
合
は
必
ず
更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間
は
、
お
手
持
ち
の
受
給

者
証
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

更
新
手
続
き
は
有
効
期
間
の
３

カ
月
前
か
ら
障
害
福
祉
課
（
市
役

所
１
階
）
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
診
断
書
の
提
出
は
２
年
に
１
度

　

更
新
手
続
き
に
お
け
る
診
断
書

の
提
出
は
「
毎
年
提
出
」
か
ら

「
２
年
に
１
度
提
出
」
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

　

前
回
申
請
の
際
に
診
断
書
を
提

出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
更
新

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

活
廃
棄
物
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
下
に
で
き
る
限
り
の
分

別
回
収
・
再
資
源
化
を
進
め
て
き

て
い
ま
す
。

　
　

年
度
の
可
燃
・
不
燃
・
粗
大

２２
ご
み
の
収
集
量
は
、
前
年
度
に
対

し
て
可
燃
ご
み
が
４
３
９
㌧（
２
・

０
㌫
）
の
減
、
不
燃
・
粗
大
ご
み

が　

㌧
（
２
・
７
㌫
）
の
増
と
な

６５

　１９年に策定した「一般廃棄物処理基本計画」を見直しま
す。これは廃棄物の発生・排出抑制や減量化・資源化をは
じめとする適正処理に関して、現状に即応したものに改定
する作業で、５年に１度行っています。
　そこで、改定作業に係る委員を募集します。会議は月１
回、計５回程度を予定しています。
　【応募資格】市内在住・在勤の方
　【募集人数】５人
　【応募方法】６月２４日（金）までに、往復はがきに住所・
氏名・年齢・応募理由（２００字以内）を記入の上（返信用に
も住所・氏名を書いて）、〒２０３崖００４２、八幡町２－１０－１０、
市役所ごみ対策課あて郵送を
　詳しくは同課☎４７３・２１１７へ。

　

市
立
保
育
園
で
は
、
朝
夕
の

パ
ー
ト
保
育
士
と
、
産
休
・
育
休
・

病
休
な
ど
の
代
替
と
し
て
の
臨
時

保
育
士
の
登
録
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

①
パ
ー
ト
保
育
士
＝
勤
務
時
間

は
午
前
７
時
～
８
時
半
と
午
後
５

時
～
６
時
半
（
し
ん
か
わ
保
育
園
、

ち
ゅ
う
お
う
保
育
園
、
は
く
さ
ん

保
育
園
は
午
後
７
時
ま
で
）。
賃

金
は
１
時
間
当
た
り
１
０
１
０
円

　

②
臨
時
保
育
士
＝
勤
務
時
間
は

乾
め
ん「
東
久
留
米
う
ど
ん
」を

　
　
　
　

７
月
１
日（
金
）か
ら
発
売
開
始
！

　

農
業
推
進
事
業
部
で
は
、「
東

久
留
米
う
ど
ん
」
の
新
発
売
を
記

念
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
試
食
会

　
「
東
久
留
米
う
ど
ん
」の
お
い
し

さ
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
試
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答

え
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
６
月　

日
（
火
）
午
後

２１

４
時
か
ら

　
【
会
場
】
ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル
（
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
２
階
集
会
学

習
室
１
・
２

　
【
定
員
】
先
着　

人
５０

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
水
）

１５

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
産
業
振
興

課
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

◎
サ
ン
プ
ル
配
布
＆
即
売
会

　
「
東
久
留
米
う
ど
ん
」の
Ｐ
Ｒ
と

し
て
、
サ
ン
プ
ル
を
無
料
配
布

（
一
人
１
袋
ま
で
）
し
ま
す
。
併

せ
て
即
売
会
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
７
月
８
日
（
金
）
午
後

６
時
～
７
時

　
【
会
場
】東
久
留
米
駅
２
階
西
口

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

　
【
サ
ン
プ
ル
（
無
料
）
の
配
布
方

法
】
当
日
先
着
１
０
０
人

　

※
混
雑
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は

整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋ののののののののののののののののののののの名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称橋の名称をををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま募集しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

５
５
５
、
市
役
所
施
設
管
理
課
あ

て
郵
送
を

　
【
ご
注
意
】①
採
用
さ
れ
た
橋
名

に
関
す
る
権
利
は
市
に
帰
属
し
ま

す
②
応
募
は
が
き
は
返
却
し
ま
せ

ん
③
採
用
さ
れ
た
橋
名
は
、
後
日

広
報
紙
で
発
表
し
ま
す　

　
　

詳
し
く
は
同
課
管
財
担
当
☎

４
７
０
・
７
７
６
６
へ
。

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
を

受
給
し
て
い
る
方
へ

申
請
で
は
診
断
書
の
提
出
は
不
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
更
新
手
続

き
は
、
従
来
通
り
毎
年
必
要
で
す
。

　
【
ご
注
意
】有
効
期
間
を
過
ぎ
て

か
ら
の
再
開
申
請
は
、
診
断
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た

「
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手

帳
」
を
所
持
し

て
い
る
方
は
、

前
回
更
新
時
に

診
断
書
を
提
出

し
た
場
合
で
も
、

手
帳
更
新
の
た
め
に
診
断
書
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
診

断
書
の
提
出
が
必
要
か
不
明
な
方

は
、
同
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
所
得
区
分
の
変
更

　

保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な
っ

た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課
税
状
況

が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、
有
効

期
間
の
途
中
で
も
所
得
区
分
変
更

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

所
得
区
分
変
更
手
続
き
を
行
っ

た
場
合
、
申
請
日
の
翌
月
初
日
か

ら
新
し
い
所
得
区
分
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
地
域
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

り
、
資
源
ご
み
の
う
ち
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が　

㌧
（
２
・
２

３０

㌫
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
資
源
化
さ
れ
た
量
は
、

前
年
度
に
比
べ
１
０
７
㌧
（
１
・

１
㌫
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

最
終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
は
５
㌧

（
０
・
２
㌫
）
の
減
と
な
り
ま
し

た
（
左
表
参
照
）。

　

引
き
続
き
、
ご
み
減
量
化
へ
の

取
り
組
み
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
☎
４
７

３
・
２
１
１
７
へ
。

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源

で
あ
り
、
郵
便
局
で
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
み
収
集
、
処
理
の

低
減
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
郵
便
局
☎

４
７
３
・
６
１
８
５
へ
。

22年度廃棄物22年度廃棄物のの
排出・処理排出・処理量量

排出量はマイナ排出量はマイナスス
1.41.4％％（前年比（前年比））

家

し
ま
す
。

　

失
語
症
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
決
し
て
特
別
な
こ

と
で
は
な
く
、
正
し
い
理
解
と
少

し
の
コ
ツ
や
工
夫
で
か
な
い
ま
す
。

見
た
目
で
は
分
か
り
に
く
い
症
状

や
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】
７
月　

日
（
火
）
午
後

１２

２
時
～
４
時
（
受
け
付
け
は
１
時

半
か
ら
）

　
【
会
場
】
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア

東
久
留
米
」
５
階
食
堂
兼
会
議
室

（
幸
町
３
ノ　

ノ　

）

１１

１０

　
【
内
容
】失
語
症
の
理
解
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

　
【
講
師
】「
ケ
ア
東
久
留
米
」
リ

ハ
ビ
リ
科
言
語
聴
覚
士
の
蒔
田
笑

子
氏

　
【
対
象
者
】高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方

　
【
費
用
】
無
料

　
【
定
員
】
先
着　

人
３０

　

申
し
込
み
は
７
月
５
日
（
火
）

ま
で
に
、
直
接
「
ケ
ア
東
久
留
米
」

☎
４
７
９
・
０
８
０
０
へ
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
（
内
線
２
５
０
２
）
へ
。

　

企
画
・
運
営
は
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
。

　
【
テ
ー
マ
】
①
「
あ
な
た
の
生
活

が
変
わ
る
儿
女
の
言
い
分
、
男
の

言
い
分
」
②
「
今
を
生
き
る
あ
な

た
へ
」
③
「
私
た
ち
の
明
日
～
豊

か
な
生
き
方
へ
」
④
「
私
が
実
現

し
た
い
こ
と
・
参
加
者
交
流
会
」

　
【
日
時
】
①
が
７
月
３
日
（
日
）、

②
が
９
日
（
土
）、
③
が　

日
（
日
）、

１７

④
が　

日
（
土
）、
い
ず
れ
も
午
後

２３

１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
講
師
】①
が
東
京
女
学
館
大
学

教
授
の
加
藤
千
恵
氏
、
②
が
お
茶

の
水
女
子
大
学
教
授
の
永
瀬
伸
子

氏
、
③
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
Ｇ
Ｅ
Ｗ
Ｅ 

ジ
ュ
エ
ル

Ｌ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
堀
井
紀
壬
子

氏
、
④
が
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

　
【
定
員
】
各
回　

人
（
連
続
受
講

２４

の
方
優
先
）

　

※
２
歳
～
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
６
月　

日（
木
）～　

日（
木
）

１６

２３

に
要
予
約
。

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
木
）

１６

か
ら
各
講
座
開
催
日
の
２
日
前
ま

で
に
、
氏
名
・
電
話
番
号
・
保
育

が
必
要
な
方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名

と
年
齢
を
電
話
（
４
７
２
・
０
０

６
１
）
ま
た
は
直
接
、
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
（
火
曜
休
館
）
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
。
賃
金

は
１
時
間
当
た
り
９
３
０
円

　

※
①
②
と
も
、
有
資
格
の
方
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
を
保
育
課
（
市

役
所
２
階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
登
録
制
の
た
め
、
履
歴
書

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
課
保
育
係
☎
４
７

０
・
７
７
４
５
へ
。

世帯の所得に応じて、保育料などを
減免または補助します

東久留米市廃棄物減量等推進審議会委員を募集

陰は「小学１年～３年生または保育園在園などの兄・姉がいる世帯」を対象とします。
注）陰の第２子とは、小学１年～３年生または保育園在園など（就学前相当年齢）を第１子として就園している場合の「最年長者」
をいいます。また、第３子以降とは、小学１年～３年生または保育園在園など（就学前相当年齢）の兄・姉を２人以上有している
園児および同一世帯から２人以上就園している場合の「次年長者以降」の園児をいいます。

隠は「小学１年～３年生の兄・姉のいない世帯」を対象とします。
注）隠の第１子、第２子、第３子以降とは、１人就園の場合および同一世帯から２人以上就園している場合の「最年長者」「次年長者
以降」の園児をいいます。

※保育園在園などとは、以下のことをいいます。
１）児童福祉法に定める「保育所」、東京都認定こども園の設置基準に関する条例により認定を受けた「認定こども園」に通園している
２）学校教育法に定める「特別支援学校幼稚部」に通園している
３）児童福祉法に定める「知的障害児通園施設」「難聴幼児通園施設」「肢体不自由児施設通園部」「情緒障害児短期治療施設通所部」

に保護者のもとから通所などをしている
４）障害者自立支援法に定める「児童デイサービス」を利用している
※市民税所得割額について住宅借入金等特別控除、配当控除、外国税控除、寄付金控除の各控除が適用される場合は、控除前の額で補
助額を決定します。

２３年度就園奨励事業に係る補助額一覧（年額）

幼稚園
類似施設
補助額

区　分
（２３年度の市民税課税額）

私立幼稚園補助額区　分
（２３年度の市民税課税額） 第３子以降第２子第１子

４５,１００円生活保護世帯
市民税非課税世帯

陰　３０３,０００円陰　２４４,０００円陰　　―
生活保護世帯

隠　３０３,０００円隠　２６４,０００円隠　２２３,２００円

３４,３００円市民税所得割非課税世帯
陰　３０３,０００円陰　２２２,０００円陰　　―市民税非課税世帯

市民税所得割非課税世帯 隠　３０３,０００円隠　２４９,０００円隠　１９３,２００円

２６,３００円市民税所得割課税額が
３４,５００円以下の世帯

陰　３０３,０００円陰　１５９,０００円陰　　―市民税所得割課税額が
３４,５００円以下の世帯 隠　３０３,０００円隠　２０７,０００円隠　１０９,２００円

１８,５００円
市民税所得割課税額が
３４,５０１円以上
１８３,０００円以下の世帯

陰　３０３,０００円陰　１１１,０００円陰　　―市民税所得割課税額が
３４,５０１円以上
１８３,０００円以下の世帯 隠　３０３,０００円隠　１７５,０００円隠　４６,８００円

※△はマイナス

２２年度 廃棄物の排出量および処理量（単位：トン）

前年度比２２年度

（

活

２. ０％）

活

４３９２１,８７４可燃ごみ

排
出
量

（　２.７％）６５２,４４４不燃・粗大ごみ

（

活

０.２％）

活

１０５,７１９資源ごみ（行政回収）

（　２.２％）３０１,４２２　うち容器包装プラスチック

（

活

２.６％）

活

１０４３,８７５資源ごみ（集団回収）

（

活

１.４％）

活

４６８３３,９１２合　　計

（

活

４.３％） 

活

１３２９０不燃・粗大ごみ
資
源
化
量

（

活

１.０％）

活

１１４９,５９４資源ごみ（行政回収、集団回収）

（　２.２％）　３０１,４２２　うち容器包装プラスチック

（

活

１.１％）

活

１０７９,８８４合　　計

（

活

０.２％）

活

５３,０３８最終処分場搬入量（エコセメント化）

八幡神社八幡神社
中央町郵便局中央町郵便局

霊園霊園

弁
天
橋

弁
天
橋

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

落合
川

落合
川

第一小学校第一小学校
N

ⒶⒶ

ⒷⒷ

名称を募集する橋の案内図名称を募集する橋の案内図

幼稚園等
就園奨励費の補助を

ご利用ください

を開催します

族 介 護 者
教 室

更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

東
久
留
米
産
小
麦
１
０
０
％
使
用

市
立
保
育
園
の
パ
ー
ト
・

臨
時
保
育
士
を
募
集

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
団
体
以
外
に
も
、
市
内
で
は
多
く
の

サ
ー
ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
東
久
留
米
の

ふ
れ
あ
い
情
報
サ
イ
ト
「
く
る
く
る
」（http

://kuru2.

    
          

genki365.net

            /  
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

y
y

y
y
y

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
情
報

東
久
留
米
産
の
小
麦
を
１
０
０
㌫
使
用
し
た
「
乾
め
ん
」
で
す

久
留
米
支
店
新
鮮
館
（
幸
町
３
ノ

７
ノ
２
）
☎
４
７
５
・
０
０
２
２

ほ
か　

※
順
次
拡
大
の
予
定
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発新発売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売ををををををををををををををををををををををををををををををををを記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念を記念しししししししししししししししししししししししししししししししししし
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